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機密性２情報
令和３年７月１日からの大雨による河川氾濫等について
（静岡県、神奈川県）

○ 国管理河川

・狩野川水系黄瀬川で黄瀬川大橋（県道）が沈下。

○ 都道府県管理河川（4水系7河川）

・静岡県 狩野川水系黄瀬川で家屋１戸が流失、富士川水系江尾江川等で氾濫。

・神奈川県 金目川水系河内川等で氾濫。

国土交通省 水管理・国土保全局

狩野川水系黄瀬川等

金目川水系河内川等

富士川水系江尾江川等

令和3年7月12日15:00時点

かなめ こうち

きせ

えのおえ

河川名 市町村名
床上浸水
（戸）

床下浸水
（戸）

富士川水系江尾江川 富士市 ２２ ６１

富士川水系高橋川、沼川 沼津市 ８８ ２４８

確認された主な浸水被害

※この数値は今後変更になる可能性があります。2



機密性２情報
令和３年７月１日からの大雨による河川氾濫や土砂災害について
（鳥取県、島根県、広島県）

○７月７日未明からの大雨を中心に、斐伊川水系意宇川をはじめ鳥取、島根両県であわせて９水系２３河川で氾濫。

○７月８日明け方からの大雨で、本川水系本川で氾濫し、宅地が浸水。三津大川水系三津大川では氾濫したほか河岸、道路を侵食。

このほか沼田川水系天井川、入野川で堤防が決壊し、田畑等が浸水。広島県ではあわせて６水系７河川で氾濫。

○また、鳥取県、島根県、広島県で３６件の土砂災害が発生。鳥取県倉吉市では、がけ崩れにより土砂が建物に流入し、負傷者３名の被害が発生。

国土交通省 水管理・国土保全局

令和3年7月12日15:00時点

いう

みつおおかわ

ひい

てんじょうぬた にゅうの

斐伊川水系牛頭川

堀川水系堀川

斐伊川水系平田船川

斐伊川水系湯谷川

斐伊川水系比津川

斐伊川水系意宇川

斐伊川水系田頼川

斐伊川水系吉田川

由良川水系亀谷川

由良川水系大倉川

由良川水系円城寺川

由良川水系北条川

天神川水系玉川

勝部川水
系露谷川

勝部川水系
日置川

浜村川水系勝見川 浜村川水系
浜村川

千代川水系
清水川

橋津川水系東郷池

斐伊川水系高瀬川

黒瀬川水系黒瀬川
沼田川水系天井川

三津大川水系三津大川

倉吉市大原
千代川水系清水川（鳥取県鳥取市）

（国土交通省の排水ポンプ車による排水）

三津大川水系三津大川の河岸侵食
（広島県東広島市）

がけ崩れ（鳥取県倉吉市大原）

宇田川水系宇田川

浜村川水系
勝谷川

由良川水系由良川

鳥取県、島根県、広島県が管理する15水系30河川で氾濫

沼田川水系入野川

本川水系本川

賀茂川水系賀茂川

尾崎水系尾崎川

※この数値は今後変更になる
可能性があります。
※７月１２日以降に発生した
被害は未反映です。本川水系本川の溢水氾濫（広島県竹原市）

沼田川水系天井川の堤防決壊（広島県三原市）

ほんかわ
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機密性２情報

鶴田ダム
つるだ

羽月川右岸１ｋ付近（伊佐市）
※九州地方整備局がドローンで撮影

■春田川（鹿児島県管理）
溢水と内水により浸水。

ＪＲ薩摩川内駅付近（薩摩川内市）
※薩摩川内市提供

約50cm浸水したと思われる公園

■羽月川（国管理）
堤防法面が損壊。１１日朝までに応急対策を完了。
内水により田畑、ビニールハウスが浸水。

対策後の堤防の様子

■白木川（鹿児島県管理）
無堤部溢水により４戸の床下浸水。
浸水面積約４ｈａ。

【土石流等】鹿児島県薩摩郡さつま町求名

■米之津川水系米之津川（鹿児島県管理）
無堤部溢水により４戸の床下浸水。
浸水面積約０．２ｈａ。

ぐみょう

※この数値は今後変更になる
可能性があります。

令和３年７月１日からの大雨による河川氾濫や土砂災害について
（鹿児島県） 国土交通省 水管理・国土保全局

令和3年7月12日15:00時点

○ 川内川流域では、７月１０日１１時までの１２時間で、河川整備の目標とする１／１００の雨量※に匹敵する３１３ｍｍの
大雨となった。※おおよそ１００年に１回起こる規模の雨量

○ 鶴田ダムが洪水調節機能を発揮し、川内川本川の氾濫を防止。鹿児島県管理の川内川支川春田川（薩摩川内市）、白木川

（伊佐市）及び米之津川水系米之津川（出水市）で無堤部から溢水し氾濫。

○ 国が管理する川内川本川の栗野橋観測所や、支川羽月川の花北観測所では、氾濫危険水位を超過し、警戒レベル４相当の
氾濫危険情報を発表。鶴田ダムの緊急放流の可能性などを伝えることにより警戒を促した。

○ 鹿児島県で８件の土砂災害が発生。家屋一部損壊の被害が生じたが、人的被害はなし。

しらきつるだ

こめのつ

はづき

はるた
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機密性２情報
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機密性２情報滋賀県大津市の土砂災害
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機密性２情報滋賀県大津市の土砂災害
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機密性２情報

○時間雨量50mmを上回る大雨の発生件数がこの35年間で約1.5倍に増加。
○これまで比較的降雨の少なかった北海道・東北でも豪雨が発生。
○今後、気候変動の影響により、水害の更なる頻発・激甚化が懸念。

北海道 河東郡
上士幌町三股

661.5ミリ

北海道 河東郡

上士幌町

ぬかびら源泉郷

858.0ミリ

埼玉県 秩父市三峰 683.5ミリ

福島県福島市

鷲倉

777.5ミリ

平成28年8月の
一連の台風
（8/16~8/31）

近年、雨の降り方が変化

8

（全国のアメダスによる観測値を1,300地点あたりに換算した値） 気象庁資料より作成

近畿地方整備局



機密性２情報

①1時間降水量50㎜以上の
年間発生回数（1976～）

②日降水量100㎜以上の
年間日数(1900～)

③雨の降った日(日降水量1.0㎜以上)
の年間日数(1900～)

極端な雨の変化傾向

9

１ ２

３

• “非常に激しい雨” や大雨の頻度は増加傾向。
• 一方、降水日数は減少傾向。

出典：気象庁H.P.「大雨や猛暑日など（極端現象）のこれまでの変化」

近畿地方整備局
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機密性２情報平成28年～令和3年の災害発生状況

H30 6,663億円

H29 4,239億円

H28 5,632億円

R1 7,202億円

R2 5,111億円

R3 242億円
出典：国土交通省H.P

令和3年発生災害 公共土木施設被害報告額（R3.4.30現在）

近畿地方整備局
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